
昔
、
鹿
屋
で
起
き
た
出
来
事
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

輝北総合支所前の交差点（輝北町上百引）

写真で見る「かのや」の今・昔

昭和50年頃

狭い道を登校する旧百引小学校の児童。信号機は昭和 50 年３月に

町内で初めて設置されました。左奥に見えるのは旧輝北町役場（現・

輝北総合支所）の一部、右の大きな木造の建物は輝北町農業協同

組合（現・JAそお鹿児島輝北支所）。のちに、いずれも改築・移転し、

今では、百引郵便局（総合支所内）や Aマート輝北店もあります。

鹿
屋
に
も
来
た
伊い

の

う能
忠た

だ
た
か敬
測
量
隊

ＪＡそお鹿児島
輝北支所
●

輝北
総合支所●
※ 庁舎北側１階に
百引郵便局

上百引交差点

● Aマート輝北店
輝
北
小
学
校
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江
戸
時
代
に
初
め
て
実
測
に
よ
る
日

本
地
図
を
完
成
さ
せ
た
日
本
人
と
言
え

ば
、
誰
も
が
知
る
伊
能
忠
敬
。
今
年

は
、
忠
敬
が
文
化
15
年（
１
８
１
８
年
）

に
74
歳
で
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
ち
ょ
う

ど
２
０
０
年
に
当
た
り
ま
す
。
忠
敬

が
測
量
を
開
始
し
た
の
は
寛
政
12
年

（
１
８
０
０
年
）。
な
ん
と
55
歳
の
時
で

し
た
。
以
降
、17
年
も
の
歳
月
を
か
け
、

全
国
を
巡
っ
た
の
で
す
。

　

文
化
７
年（
１
８
１
０
年
）
に
は
、

鹿
屋
の
地
も
踏
ん
で
い
ま
す
。
記
録
に

よ
れ
ば
、
５
月
22
日
、
現
在
の
東
串
良

町
の
笹
塚
か
ら
笠
之
原
を
経
て
、
鹿
屋

の
中
心
地
ま
で
測
量
。
こ
の
日
、
忠
敬

一
行
が
泊
ま
っ
た
宿
は
、
大
隅
半
島
唯

一
の
酒
屋
で
、
銘
酒「
桜
川
」
で
名
が

知
ら
れ
た
木
下
屋
長
吉
の
宿
で
し
た
。

　

翌
朝
、
一
行
は
二
手
に
分
か
れ
て
宿

を
出
発
。先
に
出
発
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、

横
山
か
ら
田
淵
・
大
姶
良
ま
で
を
測
量

し
、
後
続
の
忠
敬
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
西

原
か
ら
横
山
ま
で
を
測
量
し
、
夜
は
大

姶
良
の
集
会
施
設
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

　

24
日
以
降
は
、
横
尾
岳
を
経
て
、
大

根
占
、
根
占
、
佐
多
岬
、
大
泊
、
辺
塚
、

岸
良
…
と
、
大
隅
半
島
を
ぐ
る
り
と
回

り
測
量
。
６
月
に
は
柏
原
か
ら
陸
路
で

再
び
鹿
屋
を
訪
れ
、
高
須
、
古
江
も
測

量
の
た
め
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

忠
敬
の
日
記
に
は
、
串
良
年と

し
よ
り寄
や
大

姶
良
年
寄
と
い
っ
た
地
元
の
役
人
や
案

内
人
、宿
の
提
供
者
な
ど
、多
く
の
人
々

の
名
が
登
場
し
ま
す
。
偉
業
は
こ
れ
ら

の
人
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し
遂

げ
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
ご
先
祖
も
、
忠
敬

と
会
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

忠敬の測量図をもとに文政
10年（1827年）に作成され
た地図（国立国会図書館）

大姶良年寄家の一
つだった川上家累
代の墓地

※
文
中
の
月
日
は
旧
暦
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

今
昔
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